
（様式10）目標管理書

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

H25

校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 現状値 目標値 達成値 目標値 達成値

① 求められる英語力を有する教員 師の割合（％） 33.9 45 37.9 55 39% 65 75
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 28.3 34 27.2 40 45.64% 47 50
③ CAN-DO形式での技能別学習到達目標の整備状況　　設定（％）　 98% 100% 100% 100% 68.11% 100% 100%

　　　　　　　　　　　　　　　上記目標の公表（％） 13.60% 12.60% 25% 50% 13.00% 80% 100%
                                  上記目標の達成状況の把握（％） 31.80% 37.90% 70% 80% 32.90% 90% 100%

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 31.50% 35% 36.10% 40% 38.20% 45% 50%
⑤ パフォーマンステストの実施状況 　　　コミュニケーション英語Ⅰ 2 0.39 3 3

　　　スピーキングテスト（回）　　　　　   コミュニケーション英語Ⅱ　 2 0.36 3 3
                                                   コミュニケーション英語Ⅲ　 2 0.3 3 3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅰ 2 0.29 3 3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅱ 2 0.23 3 3
　　　ライティングテスト（回）　　　　　  　コミュニケーション英語Ⅰ 1 0.19 2 2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コミュニケーション英語Ⅱ 1 0.15 2 2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コミュニケーション英語Ⅲ 1 0.14 2 2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅰ 1 0.25 2 2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅱ 1 0.4 2 2

⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 50% 42.87% 80% 100%
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 6 8 8 7 7 7

研修受講者数 150 100 150 476 250 350

H25
校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 現状値 目標値 達成値 目標値 達成値

① 求められる英語力を有す員 師の割合（％） 27% 33% 29% 40% 28% 45% 50%
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 36.60% 40% 40.00% 43% 52.50% 53% 55%
③ CAN-DO形式での技能別学習到達目標の整備状況　　設定（％）　 10.10% 25.00% 12% 80% 37% 100% 100%

　　　　　　　　　　　　　上記目標の公表（％） 2.50% 5.00% 3% 10% 3% 15% 50%
                             上記目標の達成状況の把握（％） 8.30% 10.00% 6% 20% 8% 50% 70%

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 52% 55% 59% 60% 68% 65% 70%
⑤ パフォーマンステストの実施状況　スピーキングテスト（回） 3 2.6 4 4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ライティングテスト（回） 3 1.9 4 4
⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 50% 60% 80% 100%
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 6 8 11 8 7 7

研修受講者数 195 176 195 1702 195 195

H25
校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 現状値 目標値 達成値 目標値 達成値

⑦ 相応の英語力を有する小学校教員の割合（％） 0.1 15 20
⑧ 小学校教員に対する研修実施回数 2 3 3 3 3 3

研修受講者数 200 93 180 555 200 200

H25
独自 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 現状値 目標値 達成値 目標値 達成値
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１．実施内容 

（１）研修体制の概要 

 千葉県教育委員会では，日本をリードする教育県を目指し，子ども達が，郷土と国を愛し，真

の国際人として活躍できる「教育立県ちば」の実現に向け，千葉県教育振興基本計画「みんなで

取り組む『教育立県ちば』プラン」が策定された。その施策の一つである「異文化を理解し，国

際的コミュニケーション力のある真の国際人を育てる」のもと，外国語教育の充実に向けた取組

を行っている。平成２２年３月に「千葉県教職員研修体系」を策定し，１０年間を見越した課題

解決に向けた検討を行い，研修内容の重点化や地域研修リーダーの養成が基本方針として示され

た。また，初任者研修や５年経験者研修等での教科指導に係る研修において，推進リーダーや中

核教員が，指導力の向上に向けた支援を行えるような制度設計の見直し等を進めている。 

 千葉県総合教育センターと指導課の連携を深め，教育振興基本計画と千葉県教職員研修体系に

基づいた，教員養成に向けた研修体制を構築していく。 

本事業での取組を通じて，千葉県内各校の外国語指導力向上及び担当教員の英語力向上を推進

する。更に，千葉県内公立学校全体の英語力向上に係る研修体系の構築に向け，県独自の取組も

加えながら実施する。特に県の事業であり，異校種間の連携と指導力向上を目的とした「授業錬

磨の公開日」と関連づけ，本事業で成果のあった指導実践を近隣の学校に公開し，一層の成果の

普及を図る。 

また，研究協力校を英語教育に先進的に取り組んでいる松戸市と成田市に設定し，モデル地区

の拠点校としての役割を位置づけ，「英語教育強化地域拠点事業」に指定されている流山市との

連携も図り，計画的に授業公開や研究協議を実施することで，先進的な取組を県内に普及する。 

また，県内５教育事務所から推薦された「英語教育推進リーダー中央研修」受講者は積極的に

授業公開することと位置づけている。 

 

（ア）中央研修及び中核教員養成研修・指導力向上研修 
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※小学校は「中核教員養成研修」として３日，中・高等学校は「指導力向上研修（悉皆）」 

として４日で実施する。 

※平成２７年度以降，地区別での研修も考慮に入れる。 

 

（イ）ＣＡＮ－ＤＯリスト活用研修 

 

 平成２６年度に「CAN-DO リスト研究協議会」を実施し，高等学校では全学校で作成済みの CAN-DO

リストの効果的な活用について，中学校では平成２７年度からの全中学校での作成に向けて，実

態に即したリストの作成の基盤を固め，活用方法についての研究を進めた。 

 平成２７年度は「CAN-DO リスト活用推進会議」とし，３つの研修会（①全体説明会（２日）②

作成研修会（２日）③活用研修会（２日））を実施し，年度末には県内すべての中学校で CAN-DO

リストが完成した。 

 平成２８年度は各学校で完成したリストを実際の授業で活用するために「CAN-DO リスト活用研

修」を県総合教育センターおよび各教育事務所で開催する。 

                 

                        ・企画立案，指導助言 

                        ・研究成果の活用 

 

                              ＜中学校＞ 

                             ・H26 研究協議会の成果活用 

                             ・地区内連携の強化 

                             ・事務所間の連携 

 

               ＣＡＮ－ＤＯ 

                研究協議会 

 

 

 

 

                             ＜高等学校＞ 

                             ・シラバス等との整合性 

                             ・観点別評価との整合性 

                             ・千葉県版リスト作成を 

                              目標に進める 

                 参加者推薦   研究成果の活用 

   

 

 

 

（ウ）外国語指導助手指導力等向上研修 

・ 小学校・中学校・高等学校等において語学指導に従事する者「外国語指導助手及び日本人外国

語担当教員を対象に，効果的な語学指導ができるよう必要な知識・指導技術等を習得させるとと

もに，外国語教育に係る諸問題について研究協議を行い，外国語教育の充実を図る。 
 

 
ＣＡＮ－ＤＯ

リスト活用推

進会議 
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（２）英語教育の状況を踏まえた目標管理 

① 英語教員の資格取得状況について 

 全国と比べて，資格所有者の割合が特に高等学校では低い状況がある。実力はあっても，資格

受験の機会がなかったことが一番の要因と考える。 

 新規採用者の資格取得状況は，一定のレベルを維持しており，毎年５％程度の上積みが可能で

ある。資格取得に向けて以下のような取組を進めていく予定である。 

 ア 全国と千葉県の取得状況を比較して，英語力向上の必要性を周知する。資格の取得に向け

ての啓発に努め，特別価格での外部試験についての情報提供等の周知を徹底する。 

イ 中高英語教育研修会の中で，研修参加者に直接，英語力向上の必要性及び資格取得を促す。

また，年度毎の目標申告の際に，資格取得等について，記載するように，校長会議や教頭会

議をとおして，説明し理解を求める。 

     
教員・資格取得状況（現状と目標） 

中・教員 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

目標 27.0% 33% 40% 45% 50% 

現状 27.0% 31.3% 28.5% 
  

      
高・教員 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

目標 33.9% 45% 55% 65% 75% 

現状 33.9% 38.1% 38.9% 
  

 

② 生徒の資格取得状況について 

 生徒の状況であるが，中学校は全国平均を上回っている。一方、高等学校については，資格取

得者数が全国と比較して少ない状況にある。授業での言語活動を通じて，個々の生徒の言語能力

についてきちんと評価し把握する体制を整える。生徒が自ら英語で表現し，発信する姿勢の涵養

や英語学習に対する動機づけを図る取組を，学習指導要領の趣旨に沿って進めるとともに，外部

検定試験を活用するなど客観的な能力判定等を行うことにより，達成感を伴った形で生徒の主体

的な学習意欲の向上を図りたい。現在、英語検定協会と大規模検証事業を予定しており，３年の

間，県内の中学校・高等学校の生徒を対象として，英語能力判定テストを行う。本事業は，生徒

の能力判定を図るとともに，フィードバックを教師及び生徒に行い，希望生徒には，WEB 英語学

習プログラムが提供されるため，目標に向かった主体的な学習が期待できる。 

 また，市町村教育委員会で，資格取得のための予算を計上するところもあり，各市町村教育委

員会との連携を図っていく予定である。 

 

生徒・資格取得状況（現状と目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

中・生徒 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

目標 36.6% 40% 43% 53% 55% 

現状 36.6% 40.0% 52.5% 
  

      
高・生徒 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

目標 28.3% 34% 40% 47% 50% 

現状 28.3% 27.2% 45.6% 
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③ 学習到達目標の整備状況について 

学習到達目標の整備状況（現状と目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＡＮ－ＤＯリストの作成については，中学校では，平成２６年度から本格的な研究を開始し

ており，教育事務所の指導主事や各地域の教員が中心となり，効果的な作成方法及び活用の研究

を進めた。平成２７年度は，最初に実際に全中学校の英語主任を集め，作成の趣旨や意義を説明

した。次に，各教育事務所で作成研修会を２回設定し，全中学校にＣＡＮ－ＤＯリストの作成を

義務づけた。さらに，各学校で作成したＣＡＮ－ＤＯリストの効果的な活用及び授業と評価の一

体化について研究を深め，各学校で作成したＣＡＮ－ＤＯリストの効果的運用について検討した。 

高等学校については，平成２５年度末時点で，各校が第２稿の作成・提出を完了し，今後は年

間指導計画やシラバスとの整合性等を図る段階となっている。しかしながら，調査の結果では，

作成は済んだが，実施状況を振り返り，進捗状況を十分に精査することができていない学校が多

く見受けられた。平成２８年度は，自校の目標設定や生徒の実態を十分に把握したリスト作りを

進めながら，シラバスとの整合性を高め，公表を目指すレベルまでのレベルアップを進めていく

ことが目標である。 

指導課の指導だけでは限界があるので，千葉県高等学校教育研究会英語部会との連携を密にし

て，効果的運用のあり方を進める。 

 

④ 生徒の英語による言語活動時間の割合について 

 

生徒・言語活動時間の割合（現状と目標） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 授業における生徒の英語による言語活動の割合は，中学校では一定水準を維持している状況に

ある。今後は，教員の指示や説明を除けば，現状から７０％程度まで向上できれば，一層生徒の

中学校 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

  
現状 目標 現状 目標 現状 目標 現状 目標 

設定 10.1% 25% 12.3% 36.5% 100% 
 

100% 
 

100% 

公表 2.5% 5% 2.5% 2.8% 5% 
 

15% 
 

50% 

達成状況

把握 
8.3% 10% 6.4% 8% 20% 

 
50% 

 
70% 

高等学校 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

  
現状 目標 現状 目標 現状 目標 現状 目標 

設定 98% 100% 100% 68% 100% 
 

100% 
 

100% 

公表 13.6% 25% 12.6% 13% 25% 
 

80% 
 

100% 

達成状況

把握 
31.8% 70% 37.9% 32.9% 80% 

 
90% 

 
100% 

中・生徒 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

目標 52% 55% 60% 65% 70% 

現状 52% 58.9% 68% 
  

      
高・生徒 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

目標 31.5% 35% 40% 45% 50% 

現状 31.5% 36.1% 38.2% 
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言語活動が充実し，活動内容の効果的な精選にむけて取組をより良いものにできると考える。 

 高等学校では，新学習指導要領の年次進行での実施が始まったところだが，教員の説明等の一

斉指導の占める割合がかなり多い状況である。生徒のペアワークやグループワークを十分に取り

入れ，生徒自身の活動を増やす授業改善を更に進めていく。 

 

⑤ パフォーマンステストの実施状況について 

  

中学校では，パフォーマンステストについては，ある程度定期的に実施されている状況である。

今まで以上に回数を実施することと，生徒の実態にあったテストづくりを進めることで，生徒の

コミュニケーション能力の一層の伸長を図りたい。 

高等学校については，学習指導要領の趣旨に合った言語活動を更に取り入れることが指導力の

向上に直結すると考える。なお，パフォーマンステストが実施されていない状況では，授業改善

が難しい。そのため，学校訪問で指導するとともに，千葉県高等学校教育研究会英語部会との連

携を密にして，評価の改善を図る。 

 

    スピーキングテストの実施状況（現状と目標） 

 

 

 

 

 

 

     

 

ライティングテストの実施状況（現状と目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＡＮ－ＤＯリストの活用等を各校が十分に進め，知識理解の評価に偏らないバランスのとれ

た観点別評価への移行を図ることで，授業における生徒の英語使用の機会を増やし，英語による

コミュニケーション重視の授業改善を図り，生徒の英語力向上を目指す。 

 

⑥ 英語担当教員の英語使用状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業における英語担当教員の英語使用状況は，中学校ではほぼ６０％まで上がってきている。

日本語により説明をしなければならない場合を除けば，現状から更にその割合を高めていけば，

中学校 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

目標 
  

３回 ４回 ４回 

現状 
  

2.6 回 
  

      
高 校 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

目標 
  

２回 ３回 ３回 

現状 
  

2.5 回 
  

中学校 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

目標 
  

３回 ３回 ４回 

現状 
  

1.9 回 
  

      
高 校 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

目標 
  

１回 ２回 ２回 

現状 
  

1.6 回 
  

中・教員 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

目標 
  

50% 80% 100% 

現状 
  

60% 
  

      
高・教員 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

目標 
  

50% 80% 100% 

現状 
  

42.9% 
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一層生徒の言語活動が充実し，活動内容の効果的な精選にむけて取組をより良いものにできると

考える。 

 高等学校では，教員主導の授業スタイルを，活動中心に変え，クラスルームイングリッシュを

中心とした的確な指示をだせる態勢づくりが求められる。新学習指導要領の年次進行での実施が

始まったところであり，日本語に頼らない授業スタイルの確立とともに生徒の活動を中心とした

言語活動が柱となる授業の在り方について，指導主事会議で共通理解を図り，学校計画訪問や研

修会等様々な機会を通して指導していく。また，中学校においては，平成２７年度に県内全中学

校を対象とした研修会の中で周知を徹底し，高等学校においては，学校訪問で指導するとともに，

千葉県高等学校教育研究会英語部会との連携を密にし，指導と評価の改善を図った。平成２８年

度はさらに, 千葉県の授業錬磨の公開授業では,積極的に英語を英語で指導する部分を公開する

ような体制を検討することで教科を図りたい。  

 

⑦ 小学校における教員の英語力について 

平成２７年度の調査結果を基に現状を把握するとともに，小学校中核教員養成研修において，

教員に求められる英語力について説明するとともに，資格取得を促している。また，英語教育推

進リーダーを講師として，総合教育センターの研修をしたり，英語を使う研修の構築を検討する

ことで，小学校の教員にも英語を話すことに自信やさらなる向上心がうまれている。平成２８年

度も外国語活動中核教員養成研修の講師を中央研修受講者に依頼し，受講者とともにブラッシュ

アップを図りたい。 

 

⑧研修実施回数，研修受講者の人数について 

小・中・高等学校ともに平成 29 年まで中核教員養成研修を２日～３日間実施し，各学校におけ

る研修体制の構築を図る。 

 高等学校については，４年で県内各校から推進リーダー（中央研修受講者）及び，中核教員（県

教委主催研修受講者）を配置することとなり，校内指導体制の構築を図る。 

 小中学校においては，２年で県内全市町村から中核教員（県教委主催研修受講者）を配置する

こととなり，各市町村教育委員会との連携を図り，各地区による研修会を充実させる。小学校外

国語活動中核英語教員養成研修を実施し，伝達研修の充実を図る。 

 

⑨教師の英語指導力の変容および研修の評価方法について 

千葉県では、年１回１１月の「学力向上月間」を中心に各学校に「授業錬磨の公開日」を位置

づけることを義務づけている。各学校が表現力やコミュニケーション能力等の育成を目標に掲げ，

授業錬磨の公開日で授業公開し，近隣校の教師と指導法の改善を図っている。公開日や指導主事

訪問に指導主事が訪問することで，本事業研修参加者の英語指導力の変容について評価すること

とする。また，８月の研修と 1 月の研修との間に一定期間を設けており，その期間に授業を振り

返り，改善を図り，１月の研修で評価する予定である。 
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（３）研修の体系と内容の具体 

（１）イで示した，千葉県としての取組の内容は以下のとおりである。 

ア 推進リーダー及び中核教員養成に係る研修（平成２６年度～平成２９年度） 

連携大学である神田外語大学の外国人講師を活用し，ワークショップ形式の研修等，実践的な

研修を通し，教員の英語力の向上を図るとともに，新学習指導要領に対応した英語による効果的

な指導方法を習得する。なお，神田外語大学は，英語研修所「ブリティッシュヒルズ」を擁し，

英語研修所としての中核的役割を果たすとともに，小中高の英語教師を対象として夏季英語教育

公開講座を企画および主催している。その研修で得た知見を十二分に活用し，県全体の英語教育

の改善に大きく寄与している。 
 

（ア）小学校中核教員養成研修 

   ○対象者 

小学校   １８０名，特別支援学校  ５名（小学部） 

○研修の目的 

①小学校外国語活動の指導の充実のため，指導方法や魅力的な教材の活用，体験的な活

動の推進など指導力向上を目指すとともに，全校での指導体制や校内研修のあり方な

ど地域，各学校の中核教員として必要な知識等を習得する。 

    ②小学校外国語（英語）活動における基本的な指導方法や教材の活用等について，実践

者・実践校での活動例から学び，近隣学校間での外国語（英語）活動の情報交換の場

とする。 

    ③実践的な研修を通して，学習指導要領に対応した小学校外国語（英語）活動の指導力

向上を目指す。 

           

 ○日程等 

     第１回 平成２８年７月２９日（金） 

          第２回 平成２８年８月 １日（月） 

     第３回 平成２８年８月 ３日（水） 

 

     会 場  神田外語大学 

 

（イ）中・高等学校英語科教員指導力向上研修（平成２６年度～平成３０年度） 

○対象者  

     中学校  ３５０名 

     高等学校 １５０名 

     特別支援学校 ６名（中学部） 

     特別支援学校 ４名（高等部） 

    ※中・高等学校は，５年間で県内各校のすべての英語教員を対象に研修を行う。 

○研修の目的 

     ①英語教育推進リーダー中央研修に参加した教師を講師として，英語教育を充実する

ための必要な知識等を習得する。なお，１４時間の研修時間を行うこととする。 

     ②指導内容の重点化や４技能を総合的に活用する授業改善を図るための指導力向上を

目指す。 

     ③実践的な研修を通して，教員の英語力の向上を図るとともに，新学習指導要領に対

応した英語による効果的な指導方法を習得する。 

      外部専門機関である神田外語大学に協力を要請し，評価や英語による授業の研修に

関する助言を受ける。 

   ○日程等（高校） 

    第１回 平成２８年８月 ２日（火） 

        第２回 平成２８年８月 ４日（木） 
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        第３回 平成２８年８月 ５日（金） 

    第４回 平成２８年２月２２日（水）  

    会 場 神田外語大学 

 

    ※中学校は，７月～８月中の３日間及び平成２８年２月２１日(火)に各教育事務所にて

行う予定である。 

   ※第３回研修会では，参加者の英語力確認のため，英語検定協会の「英語能力判定テス

ト」を実施予定である。 

 

 ○研修終了後の活用について 

研修を終えた小学校の中核教員については，各校での研修の実施に加えて，地区内の各

校での教科研修，授業練磨の公開授業，小中高連携の授業など機会あるごとに様々な形で

指導・助言を行える機会を設ける。また，教育事務所や市町村教育委員会との連携を密に

行い，地区別の研修会（市町村教育委員会実施の研修会）や県主催の初任者研修，５年経

験者研修や１０年経験者研修での活用を視野に入れている。 

中・高等学校については，悉皆研修であるため，学んだ内容を踏まえて授業練磨の公開

授業を行い，目標申告にも記載するように教頭会議や校長会議において依頼する。千葉県

高等学校教育研究会英語部会や千葉県中学校教育研究会との連携の下，研究協議会や教育

課程研究協議会等の機会を活用し，取組状況の報告やマイクロティーチングの実施等を検

討している。 

英語教育推進リーダー中央研修に参加した教師，高等学校教育研究会英語部会や千葉県

中学校教育研究会，県行政が中心とした連絡協議会を発足させ，今後の千葉県の英語教育

の在り方について新しい体制を構築していく予定である。 

 

イ 評価研究に係る研修 

（ア）ＣＡＮ－ＤＯリスト研究協議会（平成２６年度～平成２９年度） 

○対象者  

中学校教諭  １５名（各教育事務所 ３名，各事務所で推薦） 

    各教育事務所指導主事  ５名 

       高等学校教諭 ２０名（英語部会各地区学校数に比例し，選出） 

    ※中学校については，各教育事務所の外国語担当指導主事も助言，指導することで，事

務所単位及び県全体での連携体制構築を目指す。 

※高等学校は，同協議会の成果を，様々な機会を使って活用する体制づくりを目指す。 

○研修の目的 

＜中学校＞ 

平成２７年度は，最初に実際に全中学校の英語主任を集め，作成の趣旨や意義を説明す

る。次に，各教育事務所で作成研修会を２回設定し，全中学校にＣＡＮ－ＤＯリストの作

成を義務づける。さらに，各学校で作成したＣＡＮ－ＤＯリストの効果的な活用及び授業

と評価の一体化について研究を深め，各学校で作成したＣＡＮ－ＤＯリストの効果的運用

について検討するとともに，県全体での研修会を実施し，前年度の研究成果を活かしなが

ら，作成した。平成２８年度は，各地区の研修会も実施し，実際の授業に完成したリスト

がどうすれば活用できるかについて意見交換しながら進めていく。 

＜高等学校＞ 

高等学校では，「英語によるコミュニケーション能力・論理的指導力を強化する指導改

善の取組」に係る拠点校研修会や英語部会主催の研究協議会を通じて継続して取り組んで

きた経緯がある。各校がＣＡＮ－ＤＯリストの素案（第２案）の作成を終え，基本となる

骨子づくりができた。また，指導と評価の一体化，観点別評価，シラバスや年間指導計画

との相互関係を念頭に置いた内容の整合性を測る取組を進めている。平成２８年度は，中

学校と同様に，いかに実際の授業で活用できるかを意見交換しながら，県全体のＣＡＮ－
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ＤＯリストの精度を更に上げ，研修内容を全県で活用し，ＣＡＮ－ＤＯリストの公表及び

千葉県モデルの原形づくりを目標とする。 

 ○日程等 

平成２８年４月２７日（水）東葛飾・北総教育事務所・東葛飾中（147 校） 

  平成２８年４月２８日（木）葛南・東上総・南房総教育事務所・千葉中（180 校） 

  会場 千葉県総合教育センター   

  ※上記はとは別に，１１月中に各教育事務所にてＣＡＮ－ＤＯリスト研修会を行う。 

 

   ＣＡＮ－ＤＯリストの活用によって，それぞれの校種で独自の取組をしていた外国語教育

を一貫する指標が生まれ，千葉県としての生徒に求めるべきガイドラインが示せることとな

る。ＣＡＮ－ＤＯリストに応じた年間指導計画に基づいた授業展開により，４技能を総合的

に評価することが可能となり，自校生徒の英語力の客観的な把握が可能になると考える。 

 

 

(2)その他の平成２８年度の取組 

   平成２８年度から県の直接雇用のＡＬＴの常駐配置校１３校を英語教育拠点校と位置付け

近隣の小・中学校の教員も含めて英語の授業公開及び研究協議会を開催することとした。 

その中で，小・中・高の連携した指導の在り方やＣＡＮ－ＤＯリストを活用した授業の在り

方について協議する指導評価研究協議会を大学教授等を講師として呼び開催する。 

   また，県指導課所属のＡＬＴ（プログラム・コーディネーター）を県立高校の希望に応じ

て学校に派遣するディベート活動支援事業を実施する計画である。内容としては，４時間を 

  １コマとしてディベートの入門期の指導について出前授業を行い，該当校の英語科教員とＡ

ＬＴの研修も含め実施し，ディベート活動の取組の充実を図る計画である。 
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（４）年間事業計画 

月 都道府県等の取組 外部専門機関等 

４月 

CAN-DO ﾘｽﾄ活用研修（4/27 4/28）（全中学校から教員１名） 

 

 

５月 

CAN-DO ﾘｽﾄ活用研修（5/1）（全中学校から教員１名） 

 

中学校中央研修 
（5/9-13 ５日間） 
教員研修センター） 
小学校中央研修 
（5/30-6/3 ５日間） 
教員研修センター） 

６月 

 高等学校中央研修 
（6/27-30 ５日間） 
(国立オリンピック記念青少年総合センター) 

７月 

小学校中核教員養成研修①（7/29 神田外語大学） 

中学校英語科教員指導力向上研修①②③ 

（７月～８月中に各教育事務所） 

 

８月 

小学校中核教員養成研修②（8/1 神田外語大学） 

小学校中核教員養成研修③（8/3  神田外語大学） 

高等学校英語科教員指導力向上研修①（8/2 神田外語大学） 

高等学校英語科教員指導力向上研修②（8/4 神田外語大学） 

高等学校英語科教員指導力向上研修③（8/5 神田外語大学） 

 

９月 

 中学校中央研修 
（9/12-16 ５日間） 

(国立オリンピック記念青少年総合センター） 

 

１０月 

外国語指導助手指導力等向上研修① 

(10/26  千葉県総合教育センター) 

外国語指導助手指導力等向上研修② 

(10/27  千葉県総合教育センター) 

 

小学校中央研修 
（10/17-21 ５日間） 
教員研修センター） 

 

１１月 

CAN-DO ﾘｽﾄ活用研修（各教育事務所) 

授業錬磨の授業公開・研究協議会等 

高等学校中央研修 

（11/28-12/2 ５日間） 

(国立オリンピック記念青少年総合センター) 

１２月 

  

１月 

 

 

 

２月 

中学校中核教員養成研修④ （ 2/21 神田外語大学） 

高等学校中核教員養成研修④（ 2/22 神田外語大学） 

 

 

３月 

  

 


